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研究成果の概要（和文）：わが国の多くの都市は成人病に罹患している状況にある。本研究では都市は生物に似
ることに立脚し、生物学に学ぶ対策を提案した。研究成果として都市の成人病に対する診断・予防・リハビリの
システムを初めて体系的に構築している。具体的にはエコロジカル・フットプリント指標に基づく総合診断、小
さな拠点も含めた体系的なコンパクトシティ導入に基づく予防措置、互助システムや行動変容を取り入れること
によるリハビリ方策の提示を行った。

研究成果の概要（英文）：Most of Japanese cities are suffering from a kind of adult diseases. As 
cities are resembles to living things, we assumed that living things could show several good 
solutions to solve these difficult urban problems. Consequently, this research is composed from 
three different parts to overcome urban adult diseases, diagnosis, prevention and rehabilitation. 
For example, comprehensive diagnosis system is introduced based on ecological footprint index for 
ecological balance. Prevention system is composed from compact city management scheme that include 
local small cores. Rehabilitation methods are also indicated based on encouraging individual 
social-capital mind and behavioral transformation.

研究分野：都市計画、交通計画、環境計画

キーワード： 都市計画　人口減少　都市構造　ソーシャル・キャピタル　進化経済学
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１．研究開始当初の背景 
都市が生き物と酷似しているという指摘
は数多い。ちなみに、成熟期を迎えた現在の
実際の都市で発生している問題は、生き物で
いえば成人病に類するものがほとんどであ
る。後で詳述するが、肥満・メタボ(都市の構
造的肥大化)や骨粗鬆症(都市の物理的空洞
化)にはじまり、がん(過剰開発連鎖)や認知症
(都市課題に対する関係者や居住者の意識欠
如)に至るまで、まさに現代都市は成人病の巣
窟である。現在まで土木計画分野は物理学や
数学から学ぶ事がほとんどであり、生物学・
医学に直接広く学ぶ機会を今まで逃し続け
てきた。 
たとえば、既存の都市コンパクト化政策の実
施効果はそれだけでは限定的で、将来想定さ
れる生活リスクに対応困難である。また、診
断に要する基本的指標やマーカーが不足し
ており、自律的な予防・リハビリのための学
術的体系化、実態把握、仕組みづくりまで検
討が全く及んでいない。その解決に向けて今
すぐ取り組む必要がある。 
 
２．研究の目的 
近年、都市成熟の時代と言われながら、多
くの都市は機能低下を続け、個々のカンフル
的対策はむしろ逆効果となっている。それは
都市自体が様々な成人病に罹患しはじめた
からといえる。そもそも都市の成り立ちや機
能は生命体に酷似している。このため、現代
都市を効果的に維持再生していくには、都市
を生き物と見立て、成人病対策という観点か
ら総体として「よく生かす」ための方策を打
つ(診断・予防・リハビリ)ことが必須である。
このような生き物から都市が学ぶという視
点は極めてユニークで、予備検討よりその有
効性も既に確認されている。本研究では理
論・実証・システム構築・実践の段階構成を
備えた包括的研究を通じ、都市を救命すると
いう研究目的を遂行する。 
 
３．研究の方法 
１）コンセプトの確立と理論体系構築 
内外の最新研究、事例等の包括的サーベイ
に基づく整理を実施する。都市計画制度、モ
デリングから関連医学分野も含め、既に評価
が定まったトピックについても広く対象に
含める。現在何が希求されているかと言う観
点から研究のコンセプトを確立する。 
２）地区カルテ、都市カルテの完備 
 本取り組みでは、診断・予防・リハビリの
３つのシステムを構築する。それらの作成、
適用は地区(町丁目スケール)と、都市(市町
村)の二層構造とし、それぞれに必要情報を
網羅したカルテを個別に作成する。 
３）各種症例の整理と診断システムの構築 
作成したカルテ情報の整理を通じ、都市の
成人病に関する具体的症例を網羅的に整理
する。症例は代表的なものだけでも以下の

通りである。 
①肥満・メタボ：都市の構造的肥大化 
②骨粗鬆症：都市の物理的空洞化 
③がん：縮小すべき部位等での、競争メカ
ニズム等導入に伴う過剰開発連鎖 
④慢性糖尿病：都市負荷・環境のアンバラ
ンス 
⑤血行不良：地方壊死 
⑥動脈硬化、息切れ：道路等インフラ劣化 
上記で整理した各種症例に対し、その診断
システムを確立する。人口密度や公共交通
利用率といった従来からごく一般的なアウ
トプット指標、アウトカム指標に加え総合
的診断を行う上での基礎指標(血圧や体温に
相当)もあわせて開発を行う。たとえば環境
バランスを表現するエコロジカル・フット
プリント指標、都市健康度指標、都市課題
への関与を示すソーシャル・キャッピタル
指標、都市の退化性能(退化も進化の一つの
形である)を評価する指標等も考慮する。 
 これらの評価指標群は２）で提案した地区
カルテ・都市カルテの中に組み込み、一定成
熟度を過ぎた都市や地区は定期的にそれら
諸指標を判断材料とする「都市ドック」を専
門家によって受診する仕組み（診断システ
ム）を提案する。 
４）予防システムの構築 
予防システムにおいては、各都市、各地区
で各種の病理がどのような形で今後顕在化
するかをモデル分析を通じて掌握する。（予
防システムの構築）。なお、いわゆる既存の
競争均衡型のモデルは撤退が生じるような
成熟環境下での議論に適しているとは言い
難い。ここでは都市自体の「生活習慣」を見
直し、最新の進化経済学をも取り入れ、成熟
環境に対応した地域間の協調と相互扶助の
関係を反映できるようにし、症例に応じた対
応策が示せるよう、そのモデル構築の思想か
ら転換(協調縮小)を行う。 
５）リハビリシステムの構築 
 診断システムや予防システムの適用を通
じ、いくつかの都市や地区では既に成人病
の顕著な傾向が特定されることが予想され
る。中には予防を通り越して速やかなリハ
ビリが必要な都市や地区も存在することは
容易に予想でき、その対応を行うこともあ
わせて必要となる。「生活習慣」面での自
律的な改善を通じ、その症例を緩和し、折
り合っていくことが、ここで提案するリハ
ビリシステムの大きな方向性であり、特徴
であるといえる。 
 具体的には過剰なカロリー摂取(補助金
利用)を控えたり、適度な運動(市民の外出
や相互交流の促進)を通じ、まちの筋肉量を
増加させ、代謝を向上させる「まちの体質
改善」がリハビリシステムの基本となる。
同時にこのようなプロセスを通じ、認知症



対策として住民や行政担当者などの都市構
成者の意識を変える(態度行動変容)ことも、
本システムの重要な要件となる。 
 
４．研究成果 
 研究方法で記述した通り、本研究は都市救
命を目的とした①診断、②予防、③リハビリ
の３つのブロックから構成されている。各ブ
ロックの研究成果について、年度ごとに得ら
れた成果は下記のとおりである。 
（１）平成２６年度 
①診断：関連研究を広くサーベイし、都市の
進化体系の中での課題把握に関する方法
論について体系化を進めた。その中で進化
した都市形態である都市コンパクト化の
診断・評価指標の提案を、エコロジカル・
フットプリントやアクセシビリティなど
の諸指標の改善を通じて行った。 
②予防：公共施設配置の再考や転居の促進を
通じ、都市救命を妨げる様々な諸課題がど
の程度緩和されるか、その基本的な事例と
データの整備を行った。特に特定の拠点や
都市のみの課題に対象を限定せず、都市圏
ベース、全国ベースでの都市拠点を広く対
象とした。 
③リハビリ：ケースごとにリハビリに要する
手間やコストも異なるため、リハビリを行
って延命した方がよい都市（拠点）とそう
でない都市(拠点)の峻別を行うことの意
義について検討を加えた。 
（２）平成２７年度 
①診断：開発したエコロジカル・フットプリ
ント指標とバイオキャパシティ指標を組
み合わせることにより、環境負荷超過率を
算出することで環境バランスを明らかに
し、それを地域ごとに経年的に評価する仕
組みを開発した。図化の表現方法まで含め
てメテオグラムとして新たに提示し、特に
救命が必要な地域での環境吸収力を連動
させて予防・リハビリ策を提示することの
効果が提示された。 
②予防：特に救命が必要な地域において、そ
こでの拠点とネットワークをどのように
提供することが今後の予防に直結するか
について、意識・行動調査をベースとして
検討を加えた。この結果、拠点の課題とし
て域外への諸活動の流出がコントロール
できていないこと、域内でのモビリティサ
ービスの再構築を行う必要があるところ
がほとんどであることが示され、予防促進
上の課題が整理された。 
③リハビリ：前年度の結果で提示されたよう
に、関係主体の間で都市救命につながる自
律的な課題認識をどう実現するかがポイ
ントであり、実際の被災地を対象とした検
討、被災はしていないがその確率が明示さ
れた地域を対象にその実情を分析した。ま
た、互助による自律的な地域改善が進む条
件について意識調査データを用いたモデ
ル化を通じて定量化を行った。 

（３）平成２８年度 
①診断：開発・改良したエコロジカル・フッ
トプリントやバイオキャパシティなどの
様々な諸指標を診断結果としてわかりや
すく表現し、②、③のステップにより効果
的につなげる手順を確立した。特に環境バ
ランスに居住者のライフスタイルの変化
が及ぼす影響を定量的に明らかにすると
ともに、その診断パフォーマンスについて
吟味を重ねた。 
②予防：何に対してどのような対策をすれば、
都市救命を阻害するリスクを小さくでき
るのか、意識と実態の双方からそのモデル
化を行った。特に人口減少等に伴って現在
疲弊が進み緊急の救命行為が必要な非都
市部において、小さな拠点などの救命拠点
を効果的に設置することの意義と可能性
について定量的分析を実施した。 
③リハビリ：どのような予防措置が効果的で
あるかが明確にされても、それを地域住民
はじめ関係主体が認知しなければ都市救
命にはつながらない。このため、上記①、
②を通じて解明されたリスクの実態とそ
の解消策を地域で共有するための可視化
方策を新たに提案した。さらに外部からの
資金的サポートが減少する中で、地域内で
自律的に地域の機能を回復・持続（リハビ
リ）させていくための仕組みの実装方策に
ついて、個人の生活行動に関する実態把握
を通じて提示した。この結果、従来には考
えられなかった外出行動を喚起するモビ
リティ・マネジメントなど、全く新たなリ
ハビリ方策の提案を行った。 
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